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工 事 名

工事内容

●工事区分　護岸(防波)の築造工事は、下記の2件に分けて進めます。

●工事の流れ  本工事は、下記のような流れで進めていきます。

横浜港国際海上コンテナターミナル再編整備事業 工事レポート

南側
横浜港新本牧地区護岸(防波)

南側築造工事
若築・りんかい日産・不動テトラ

特定建設工事共同企業体
R3.2.17 ～ R4.3.30

施工会社工期工事名

横浜港新本牧地区護岸(防波)南側築造工事

横浜港新本牧地区護岸(防波)の整備を行います。

横浜港新本牧地区護岸(防波)東側築造工事

東側

新本牧ふ頭の南側の護岸を担当。盛上り土砂撤去、基礎工、RCケーソン製作・据付及びケーソン据付を施工します。

新本牧ふ頭の東側の護岸を担当。盛上り土砂撤去、基礎工及びケーソン据付を施工します。

R3.2.16 ～ R4.3.30
横浜港新本牧地区護岸(防波)

東側築造工事
東洋・あおみ・株木

特定建設工事共同企業体

横浜港国際海上コンテナターミナル再編整備事業

年度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

岸壁(水深18m)

護岸(防波)

防波堤

荷さばき地

道路

本工事

▽工程表

南側
東側

▽（新本牧ふ頭）施工位置図

東京湾

横浜駅
川崎駅

横須賀駅

久里浜駅

▽新本牧ふ頭位置図

盛上り土砂撤去準備工 基礎工 ケーソン据付

RCケーソン製作

RCケーソン完成
基礎工の様子

(令和3年10月)
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準備工 盛上り土砂撤去 ケーソン据付

若築・りんかい日産・不動テトラJV

一柳さん

担当技術者の一柳です。

日々の調整事項が多い現場で、事前の打ち合わ

せや早めの段取りが特に重要だと感じています。

今後も無事故・無災害で完成出来るよう努力して

いきます。

基礎工：基礎捨石工

基礎工：基礎捨石本均し工
ガット船で投入した状態の基
礎マウンドは不陸があり、ガ
タガタしている状態なので、
平らにならすため、現場内に
起重機船を配置して、高さや
位置を誘導しながら重錘
（じゅうすい）というおもり
を海中の基礎捨石面に落下さ
せて基礎面を平らに均して締

基礎工：基礎捨石投入工
護岸の基礎（基礎マウンド）
となる石材（30kg～200kg/
個）を積んだ石材運搬船
（ガット船）を現場内に係留
して、GPSで位置を誘導しなが
らバケットを使用して海中へ

東洋・あおみ・株木JV

後さん

担当技術者の後です。

品質を確保しながら、CIMやICTを活用して効率

的に施工管理ができるよう努めます。


